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子どもの姿

「問い」を考える

活動をデザインする

環境をデザインする

小グループを構成する

振り返り

ふじ組

子どもの言葉・姿 写真

桜の木に触る

A「なんか、ごつごつしてるね」

C「デコボコもしてるよ」

D「あ、見て！穴があいてるよ」

自然環境アカデミーの野村さん（以下N）「触ったときに温かく感じる？

それとも冷たい？」

B「あったかーい」C「えー、ぬるいかな？」

A「なんか、みどりのところふわふわするね」

B「ほんとうだ、ふわふわするね」

N「それは、コケが生えているんだね」

C「この水色の部分はなんだろうね」

E「みずいろのは、スズゴケかな？」

N「スズゴケ？よく知ってるね」

と話、桜の木を触って楽しむ。

A「あ、ここにキノコが生えてる」

B（同じ木の違う場所を指しながら）「でも、こっちは生えてないよ」

N「生きてる木の所には、キノコは生えないから、こっちだけ死んじゃっ

てるんだね」

A「えー、同じところなのにね」

と、やりとりしながらエゴノキのところに行く

エゴノキを剥がしながら、N「これもおもしろいよ。葉っぱの中に実があ

るんだよ」

「もう少しすると、葉っぱが出て来て花が咲くんだよ」

A「でてこい、でてこい、葉っぱよでてこい」

B「ここにはもう、葉っぱがついてるよ」

と、自然環境アカデミーの野村さんとやりとりを楽しむ。

・一年を通していつも公園で、花や虫などを見つけて喜ん

で遊んでいる。

・子ども達も一年を通して興味を持ってお世話をしたり観

察をして楽しんでいる。

さまざまな木の触り心地について考える

・どんぐり公園にある木はどんな木があるかを知る

・桜の木やリンボク、エゴノキ、モクレンなどの木に触っ

てみたらどんな触り心地がするのか

・どんぐり公園で行う

・危険物がないか事前に確認する。

・自分の思いを友だちや保育士に伝えられるようにする

・様々なことに対して興味を持っている子ともの姿を見守

り、興味を持ったことを展開できるようにする。

今回は、自然環境アカデミーの野村さんにクラスに

入ってもらい、自然について桜の木や、エゴノキな

どいつも見慣れている木を実際に皆で触れて、触り

心地や温もりなど、普段なかなか考えつかない視点

から子どもたちの呟きを聞くことができた。


